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１．一般国道218号五ヶ瀬～高千穂の概要 

 

（１）事業の概要 

一般国道 218 号は、熊本市を起点とし、山都町、五ヶ瀬町、高千穂町、日之影町を経て、延岡

市に至る延長約 146km の幹線道路であり、標高 1,000ｍを超える急峻な九州中央山地をぬって中

九州地域を東西に結び、社会、経済、文化、観光などの発展に重要な役割を果たしている。 

このうち五ヶ瀬～高千穂は、津花峠（標高 680ｍ）をはじめとして急勾配・急曲線の山地部を

通る難所が点在しており、「線形不良箇所の解消」や｢交通安全性の向上｣等を目的として整備を進

めた、西臼杵郡五ヶ瀬町大字三ヶ所字境園（県境）から高千穂町大字三田井字葛根迫に至る、全

長 19.7 ㎞の一次改築事業である。 
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（２）計画諸元 

 

起  点 宮崎県
みやざきけん

西臼杵郡
にしうすきぐん

五ヶ瀬町
ご か せ ち ょ う

大字
おおあざ

三ヶ所
さ ん か し ょ

字
あざ

境園（県境） 
区  間 

みやざきけん

終  点 宮崎県西臼杵郡
に し う す き ぐ ん

高千穂町
た か ち ほ ち ょ う

大字
おおあざ

三田井
み た い

字
あざ

葛根迫
か ん ね ざ こ

計画延長 Ｌ＝１９．７ｋｍ 

車 線 数 ２車線 

西臼杵郡五ヶ瀬町 通過市町村 

西臼杵郡高千穂町 

構造規格 五ヶ瀬・津花バイパス 高千穂バイパス 

種級区分 第３種第３級 第３種第２級  

設計速度 Ｖ＝４０ｋｍ／ｈ Ｖ＝５０ｋｍ／ｈ 

 

 

（３）標準横断図 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲ 五ヶ瀬，津花バイパス区間  

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 高千穂バイパス区間  

※ 区間については、次頁参照。 
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（４）事業の経緯 

本事業は、昭和 41 年に国直轄による権限代行区間として事業化し、昭和 54 年迄に五ヶ瀬バイ

パスが、また昭和 59 年迄に津花バイパスが全区間供用した。 

高千穂バイパス区間については、昭和 57 年に事業着手し、昭和 62 年のＬ＝0.4ｋｍ区間部分供

用以降、段階的に供用し、平成 15 年３月のＬ＝1.6ｋｍ区間の供用により全線完成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 ▼ 一般国道 218 号五ヶ瀬～高千穂間の事業の経緯 

 五ヶ瀬バイパス 

（Ｌ＝3.8ｋｍ） 

津花バイパス 

（Ｌ＝11.2ｋｍ） 

高千穂バイパス 

（Ｌ＝4.7ｋｍ） 

昭和 41 年 （国直轄の権限代行区間告示 事業着手）  

昭和 49 年  津花トンネル(L=947m)

を含むＬ＝9.7ｋｍ完成 

 

昭和 54 年 五ヶ瀬バイパス完成   

昭和 57 年   事業着手 

昭和 59 年  全区間完成供用  

昭和 60 年   工事着手 

昭和 62 年   終点側 0.4ｋｍ供用 

平成４年   三田井地区 2.2ｋｍ供用

平成 10 年   起点側 0.5ｋｍ供用 

平成 15 年   H15.3 全線完成供用 
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（５）前回評価時からの事業計画の変化 

当該区間の事業は、前回評価時（Ｈ10）の供用目標であるＨ14 年度内のＨ１５．３．２９日に

予定通り供用を開始しており、実測交通量も前回予測の再現値に近い利用がなされている。 

事業費は前回評価時と比べて、約１億円の増となっているが、以下に示すとおり、主に「防護

柵の変更」によるものである。 

 

 前回評価時（Ｈ10） 今回評価時（Ｈ19） 

供用形態 ２車線 ２車線 供
用
目
標 

Ｈ14 年度内供用 
スケジュール Ｈ14 年度内供用 

（Ｈ15.3.29 供用） 

事業費 ２５０億円 ２５１億円 (※３) 

事業延長 １９．７ｋｍ １９．７ｋｍ 

6,200 台/日(H32 推計値)  (※１) 10,300 台/日 
交通量 

（H17 センサス実測値） ＜11,800 台/日(H17 再現値)＞(※２) 

－ Ｂ／Ｃ ２．２ 

 
※１ 前回評価時での、将来交通量推計（H32 推計値）←評価時資料に記載なし 

 【参考】※２ 前回評価時の将来推計交通量から、現況のネットワーク条件下で 
H17 の交通量を再現  

 ▼ 事業費増額の主な理由（※３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防護柵設置基準の改定に伴う防護柵の変更 

【歩行者自転車用柵の種別】 
Ｐ種：標準的な体重の成人が
寄りかかっても耐えうる
強度 

ＳＰ種：標準的な体重の成人
が集団で押しても耐えう
る強度 

※ＳＰ種は「防護柵の設置基
準」の平成１０年改定時か
ら定義されている。 

歩行者自転車用柵をＰ種からＳＰ種に変更 
神都高千穂大橋：Ｃ＝０．４４億円 

 神都押方橋：  Ｃ＝０．１５億円 
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２．事業を取り巻く社会情勢の変化 

 

①沿線人口の減少 

熊本県境部に隣接し、中山間地域である五ヶ瀬～高千穂間の沿線３町（五ヶ瀬，高千穂，日之

影）の人口の伸び率は、宮崎県人口の平成７年以降減少しているのに対し、昭和 45 年以降一貫し

て減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 沿線３町の人口の伸び（Ｓ45＝1.00）  

 
五ヶ瀬町 高千穂町 日之影町 西臼杵計 宮崎県 九州

昭和45年 7,104 22,131 10,261 39,496 1,051,105 12,072,179

平成17年 4,812 14,778 5,031 24,621 1,153,042 13,352,934

増減率 -32% -33% -51% -38% 10% 11%

 

 

 

 資料：国勢調査

②高齢化の進展 

沿線３町の高齢化の進展は著しく、昭和 45 年には県平均とほとんど変わらなかった高齢化率は、

Ｈ17 年時点で３町ともに 32～38％と県平均（23.5％）を大きく上回っている。 
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▲ 沿線３町の高齢化率の推移 
資料：国勢調査
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③自動車保有率の推移 

昭和 55 年以降の沿線３町の世帯当りの自動車保有率の推移を見ると、昭和 55 年時点では、い

ずれの町も県平均を下回っているのに対して、昭和 60 年以降の伸びは著しく、平成 17 年時点で

は、すべての町で県平均を大きく上回っている。 
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単位：台/世帯

五ヶ瀬町 高千穂町 日之影町 西臼杵計 宮崎県 九州

Ｓ55 1.13 1.24 1.14 1.20 1.25 1.04

Ｈ17 2.60 2.32 2.43 2.39 1.92 1.68

伸び 2.31 1.87 2.13 2.00 1.53 1.61

 

 

 

 

 ▲ 沿線３町の１世帯当たり自動車保有台数の推移 

 ※Ｓ45，Ｓ50 については、軽自動車に関す
る統計資料がないため、Ｓ55 以降で整理 

資料：国勢調査，九州の自動車保有台数

 

 

④鉄道利用者数 

沿線３町のうち、高千穂，日之影２町には高千穂鉄道（延岡～高千穂間約 50km）が走っていた

が、利用者は顕著な減少傾向にあった。 

同鉄道も平成 17 年９月の台風により運行休止状態となっており、当該地域の道路交通への依存

度は高い。 
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▲ 高千穂鉄道（高千穂町，日之影町内）の１日当り乗客の推移 

資料：宮崎県統計年鑑
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⑤農業産出額 

・沿線３町の農業産出額は、３町ともに県平均の伸び（Ｈ16／Ｓ45＝3.9 倍）に比べて低い伸び

となっている。 

・高千穂町は、県平均と同様に順調な伸びを示していたが、平成２年以降は減少に転じている。 
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 ▲ 沿線３町の農業産出額の推移 

 資料：宮崎県の農業産出額 

⑥製造品出荷額 

・沿線３町の製造品出荷額は、３町ともに県平均の伸び（Ｈ17／Ｓ45＝4.6 倍）に比べて著しく

高い伸びを示している。 

・特に高千穂町，五ヶ瀬町については、その伸びが著しい。 
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※( )内は H17/S45 の伸び 

▲ 沿線３町の製造品出荷額の推移 

資料：工業統計 

道路-4-7 



⑦通勤流動 

・沿線３町の通勤交通は、３町ともに自町内通勤者が減少の一途をたどっているのに対し、自町

外と行き来する通勤者は一貫して増加傾向にある。 

・特に高千穂町⇔日之影間，五ヶ瀬⇔高千穂間での通勤者の伸びが著しい他、五ヶ瀬町から熊本

県への通勤交通の増加が顕著である。 

・沿線３町計の自町外通勤通学交通の利用交通手段を見ると、自家用車の分担率が 80％を超えて

おり、当該地域の通勤通学交通への自家用車依存度は高い。 
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▲ 自町内通勤者数の推移 ▲ 自町外に常住又は従業する通勤者の推移 

・ 赤線は多

赤字は対S45で 

い方向 

・ 
百人/日以上増加 

▲ 沿線３町関連の自町外通勤流動（平成 17 年） 
資料：国勢調査
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※手段分担について
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通学の合計のみ 

▲ 沿線３町計の自市外通勤（通学）の利用交通手段分担率 
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⑧交通量の変化 

・国道 218 号熊本県境（○A ），及び五ヶ瀬（○B ），高千穂（○Ｃ）の交通量は、昭和 46 年以降ほぼ

一貫して増加傾向にあり、近年は横ばい傾向にあるが、いずれの区間も供用前の昭和 46 年に

比べて平成 17 年で約４倍前後増加している。 

・一方、高千穂町のバイパス部（○Ｄ）は、平成 15 年３月の全線供用により大幅に増加している。 

・その他、高千穂町内の旧 218 号（○Ｅ）は、高千穂バイパス供用により顕著に減少しているほか、

道路整備の進んだ国道 325 号（○Ｆ）の増加が顕著。 
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北方高千穂線（旧218号）
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資料：道路交通センサス
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３．事業効果の発現状況 

 

 
効果１ 一次改築事業による線形不良箇所等の解消 

 道路構造令に合致した整備により、走行性が大幅に向上 

・バイパス整備により、起終点間の延長は約 7.5km（27.2km ⇒ 19.7km）も短路ルートとなり、最

急勾配や急曲線の箇所数等も大幅に改善し走行性が向上した。 

  整備前 整備後 

 ２７．２ｋｍ ※1 １９．７ｋｍ 区間延長（県境～高千穂町三田井） 

 １８．３ｋｍ ※1 ０ｋｍ 5.5ｍ未満（未改良）区間（車道幅員）

 急勾配（縦断勾配７％以上）※2   ６．２ｋｍ ※1 ０ｋｍ 

 
曲線半径 50ｍ未満箇所数 ※2   ２６５箇所 ※1 ０箇所 

 ※１）現地調査により確認    ※2）設計速度40km/hの特例値

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲ 幅員狭小のため乗用車相互の離合も困難な旧道 ▲ 一部登坂車線区間もある現218号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 旧国道 218 号の幅員及び急曲線箇所の状況 
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 効果２ 交通安全性の向上（高千穂バイパス区間） 

 

 

 

交通量の転換により旧道（市街地）の交通量が減少 

歩道の改良とあわせ、交通安全性が向上 

・旧道区間は主要観光地である高千穂峡や国民宿舎に近接しており、周辺には小・中学校や高校も

あるため、安全性が懸念されていたが、バイパス整備により交通量が減少（52％減）し、特に大

型車は大幅に減少（80％減）した。 

・また、市街地部の歩行者空間も、大型車等の減少

により段差解消や歩道幅員の拡幅等、人に優しい

歩行者空間の確保が可能となった。 

（平成 18 年度事業化、20 年 3 月完了予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 旧国道 218 号市街地部の歩道改良事業（歩道幅員の拡幅と段差解消） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 整備前（歩道幅員 2.0m） ▲ 完成予想図（歩道幅員 2.5m） 
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5,729

787
255
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12,000

15,000

現道 現道 バイパス

（台/日）

平成20年3月完了予定

整備前

▲ 狭小幅員の歩道を歩く小学生 

大型車

小型車

12,470台

5,984台
6,780台

交通量は52％減
大型車は80％減

供用前（H15.3） 供用後（H15.9）
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 効果３ 道路交通の信頼性向上（防災対策） 

 

 

 

高千穂バイパス区間の整備により、同区間は要防災対策箇所を経由せずに通行可能

となり、広域的な道路網としての信頼性は大幅に向上 

・高千穂バイパス整備前の旧国道218号区間は、市街

地を経由することに加え、五ヶ瀬川の渓谷部に近い

ところを通過していたため、急勾配及び急線形の構

造となっており、同区間中にＨ８道路防災点検での

要対策箇所（未済）が６箇所も存在している。 

3

3

0

2

4

6

8

10

旧道 バイパス

落石・崩壊

擁壁

６箇所

本事業により整備された高千穂バイパス区間は要

対策箇所が１箇所も存在せず、広域道路網としての

道路交通に関する信頼性は著しく向上した。 ０箇所

 

 
▲ 高千穂バイパス区間の 

 Ｈ８道路防災点検要対策箇所 
（未対策箇所）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧道区間の
要対策箇所６

▲ Ｈ８道路防災点検の要対策箇所で対策未済箇所 

（国道218号 高千穂バイパス及び旧道区間） 
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 効果４ 交通の円滑化による救急医療活動の支援 

 

 

 

所要時間が大幅に短縮したことにより、高次医療機関（熊本市・延岡市）への救急

搬送を支援し、搬送件数も増加傾向 

・五ヶ瀬町や高千穂町で対応困難な救急患者は、病状に合わせて熊本市（済生会病院，赤十字病院

等）や延岡市（県立延岡病院）の高次医療機関に搬送しており、大半が国道２１８号を利用。 

・国道２１８号の整備により五ヶ瀬病院→県立延岡病院は約３５分、高千穂病院→済生会熊本病院

は、約４０分も所要時間が短縮している。 

・高齢化が進む中、国道２１８号を利用する高次医療機関への搬送件数も増加しており、道路整備

による所要時間の短縮は、地域医療の生命線としての機能を発揮している。 
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0

県立延岡病院（Ｒ218利用） 済生会熊本病院（Ｒ218利用）

その他熊本（Ｒ218利用） その他熊本（Ｒ325利用）

６２件

２９件

国道２１８号五ヶ瀬高千穂間利用

４７件

１９件

３１件　→　５２件

五

ヶ
瀬
町

高
千
穂
町

救命救急士等の声 

・町内で処置困難な患者は、熊本市内や延岡

市内の高次医療機関への転院搬送が不可

欠な地域のため、国道218号は地域医療の

生命線です。 

・郡内には産婦人科がなく、旧道しかない状

況であれば、妊産婦に異常があった場合に

は、母子の生命も危ぶまれるところです。

・昨年マイクロバスの交通事故が発生し、８

人の重軽傷者がでたが、高千穂バイパスが

整備されていたため、迅速なピストン搬送

が可能でした。 

（ヒアリング調査より）
▲ 増加する高次医療機関への搬送実績 

（Ｈ１２→Ｈ１７） 

▲ 五ヶ瀬・高千穂病院～高次医療機関への時間短縮効果 
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 効果５ 環境の改善 

 

 

道路整備に伴う速度向上により、ＣＯ2 排出量が約 5,000t-CO2 削減 

・一次改築に伴う一般国道 218 号の旅行速度向上により、ＣＯ2排出量が年簡約 5,000t-CO2削減さ

れ、地球環境負荷軽減に寄与している。 
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整備前
(試算値)

整備後
(試算値)
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7,100
(百t-CO2)

約480haの森林が１年間に吸収する量に相等 

(五ヶ瀬ハイランドスキー場のゲレンデ約70個分の面積) 

▲ 五ヶ瀬ハイランドスキー場 

ＣＯ2排出量：年間約 5,000t-CO2削減 

※H17 道路網及び現況ＯＤを用いて、当該事業（L=19.7km）有無別に交通量推計を行い、ＣＯ２排出量
の削減値を予測。 
対象路線は費用便益分析で対象とした路線と同じ。 
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 効果６ 産業活動の支援 

 

 地場産業活動の活発化を支援し、地域の産業振興に貢献 

・地形及び位置的な制約から、農林業を基幹産業としてきた沿線地域は、旧来より良質な水を活用

した焼酎づくりが盛んであったが、その販売先は沿線及び県内が中心であった。 

・当地の酒造メーカーが昭和４８年に全国展開した「そば焼酎」は、焼酎ブームを牽引し生産量は

飛躍的に増加したが、当該路線の整備が行われたことにより、中山間地である当地の増産体制の

確立に寄与し、地域の産業振興に貢献した。 

 

大手酒造会社の声  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道路が整備される前は、トラックが旧道で横

転するなどのトラブルがあった。 

・全国へ発送するそば焼酎の大半は、当地の良

質な水を活かし生産しているが、道路整備が

進まなければ、当地における生産体制の拡大

は困難であった。 

・当地において製造することにより、中山間地

の雇用確保が可能となっており、地元の方に

も喜ばれている。 （ヒアリング調査より）

 ▲ 国道218号沿線の焼酎製造工場（五ヶ瀬町）
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 津花バイパス完成 

 

 

 

 
▲ 沿線３町の製造品出荷額の推移 資料：工業統計 

※( )内は H17/S45 の伸び 

津花トンネル完成 五ヶ瀬バイパス完成 高千穂バイパス完成 
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 効果７ 観光産業の支援 

 

 高千穂町への県外観光客の増加に道路整備が貢献 

・沿線３町では、高千穂町が県内有数の観光地であり、年間観光客数も114万人（H17）と県内第４

位であるが、県境部に近いこともあり、県外割合が0.87と高い。 

・町単独の統計値がある高千穂町と宮崎県の観光客数の推移を比較すると、昭和47年～平成４年に

かけて、県の伸びを上回る勢いで観光客が増加しており、観光客に占める自家用車割合も大幅に

増加（S45：24％ ⇒ H17：70％）していることから、国道整備が重要な役割を果たしたと言える。 

 

延岡市

西都市
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日向市
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0.87

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

0 200 400 600
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九州最南端のスキー場 

（平成２年開業） 

▲ 沿線３町の観光施設 ▲ 県内上位 10 市町の県外客比率 
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▲ 高千穂町と宮崎県の観光客数の推移 

 
資料：観光動向調査（宮崎県）※数値(％)は、自家用車利用の割合 

 高千穂町 S45 年の実績＝1.0 として、高千穂町と宮崎県とも同じ伸び率の

スケールでグラフ作成 
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４．費用対効果 

 

 
一般国道 218 号五ヶ瀬～高千穂整備の費用対効果は、Ｂ／Ｃ＝２.２ 

 

当該事業評価区間整備による投資効果として費用便益分析を行った結果、費用対効果（Ｂ／Ｃ）＝

2.2 となり、投資（事業費）を上回る効果（便益）を得ることができた。 

 

 
① 費　用

改　築　費 維持修繕費 合　　計

基 準 年 平成１９年度

単純合計 217億円 171億円 388億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

464億円 285億円 748億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行費用
短縮便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成１９年度

供 用 年 昭和５０年度

単年便益
（初年便益）

6億円 1億円 0億円 7億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

1,487億円 123億円 13億円 1,624億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（事業全体） 2.2
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５．対応方針（案） 

 

（１）今後の事業評価の必要性 

一般国道２１８号五ヶ瀬～高千穂は線形不良箇所の解消、交通安全性の向上など所要の効果を

発現しており、地域の生命線としての機能を十分に発揮していることから、さらなる事後評価の

必要はない。 

 

（２）改善措置の必要性 

一般国道２１８号五ヶ瀬～高千穂整備により、当該区間の所要時間は大幅に短縮し、事業の効

果を十分に発揮していることから、更なる改善措置の必要性はない。 

 

（３）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性 

当事業は、昭和４１年に事業化し、３つの事業区間、全長約２０ｋｍを約３６年かけて段階的

に整備した。 

予算制約下とはいえ、事業の長期化は避けるべきであり、選択と集中を図る必要がある。 

結果的に、段階的な整備により事業全体の長期化が予想される場合は、供用効果が発揮される

区間ごとに評価を行う方法が考えられる。 
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６．評価結果の概要 

 

評 価 項 目 評 価 結 果 

１．社会経済情勢の変化 ・ 沿線３町（五ヶ瀬、高千穂、日之影）の人口は、昭和48年以降一貫して

減少傾向（３割以上減少）を示しており、高齢化の進展も県平均（H17

24％）を大きく上回る（同 32～38％）。 

・ 自動車保有率は沿線３町計で、約２倍の高い伸び（H17/S55）。 

・ 農業産出額は伸びているものの、近年減少傾向を示し、県平均の伸び

（H17/S45 3.9倍）を沿線３町とも下回る。 

・ 製造品出荷額は、沿線３町ともに県平均（H17/S45 4.8倍）を多きく上

回る伸びを示し、特に五ヶ瀬町の伸び（同 55倍）は著しい。 

・ 沿線３町の通勤交通は、自町内の通勤者が減少の一途に対し、自町外と

通勤者は大幅に増加しており、自動車への依存度も８割以上と高い。 

２．事業実施による交通量

の変化 

・五ヶ瀬～高千穂間の国道２１８号の交通量の変化を見ると、何れの区間

も未整備時に比べて、約４倍前後の伸びを示しており、モータリゼーシ

ョンの進展に応じて十分に活用。 

３．事業効果の発現状況 ・ 一次改築事業として大幅に道路状況が改善。（区間延長 27.2km→19.7 

km，急勾配(7%以上) 6.2km→0km，R<50m箇所数 265箇所→0箇所等） 

・ H15.3に全線供用した高千穂バイパス区間整備により、旧道（市街地）

の交通量が減少（全車52％減、大型車80％減）し、安全性が向上。 

・ また、同交通量の減少により、旧道区間については人に優しい歩行空間

の確保が可能となる。（歩道幅員の拡幅と段差解消の事業実施中） 

・ 五ヶ瀬・高千穂地域から、熊本方面に約40分、延岡方面に約35分も所要

時間が短縮し、交通の円滑化により増加する高次医療機関（熊本市・延

岡市）への救急医療活動（救急搬送）を支援。 

・ さらに、高千穂バイパス区間は、要防災対策箇所を経由せずに通行可

能となり、広域的な道路としての信頼性の向上へ寄与し、環境の改善、

地場産業活動の活発化や県内有数の観光地の観光客増加にも貢献。

 

４．費用対効果 ・ 五ヶ瀬～高千穂の整備による費用対効果分析の結果、B/C＝2.2となり、

事業費（費用）を上回る効果（便益）を得られた。 

５．今後の事後評価の ・ 一般国道２１８号五ヶ瀬～高千穂は線形不良箇所の解消、交通安全性の

向上など所要の効果を発現しており、地域の生命線としての機能を十分

に発揮していることから、さらなる事後評価の必要はない。 
必要性（案） 

６．改善措置の必要性 ・ 一般国道２１８号五ヶ瀬～高千穂整備により、当該区間の所要時間は大

幅に短縮し、事業の効果を十分に発揮していることから、更なる改善措

置の必要性はない。 

７．同種事業の計画・調査

のあり方や事業評価

手法の見直しの必要

性 

・ 当事業は、昭和４１年に事業化し、３つの事業区間、全長約２０ｋｍを

約３６年かけて段階的に整備した。 

・ 予算制約下とはいえ、事業の長期化は避けるべきであり、選択と集中を

図る必要がある。 

・ 結果的に、段階的な整備により事業全体の長期化が予想される場合は、

供用効果が発揮される区間ごとに評価を行う方法が考えられる。 
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（客観的評価指標等） 
 

 

 

道路-4-20 



 

 

 

 

 

 

 

様
式

１
　

客
観

的
評

価
指

標
に

よ
る

事
業

採
択

の
前

提
条

件
、

事
業

の
効

果
や

必
要

性
の

確
認

の
状

況

事
業
名

一
般

国
道

２
１

８
号

　
五

ヶ
瀬

～
高

千
穂

事
業
主

体
九
州

地
方

整
備

局

●
事
業

の
効
果

や
必
要

性
を
評

価
す

る
た
め

の
指
標

指
標
チ

ェ
ッ

ク
の

根
拠

●
現
道

等
の

年
間

渋
滞

損
失
時

間
（
人

･時
間
）

及
び

削
減

率
区

間
b
（

当
該

区
間

／
平

行
区
間

）
に

つ
い

て
：

（
国

道
２

１
８

号
及

び
県

道
北

方
高

千
穂

　
　
　

　
　

　
　

並
行

区
間

等
（

当
該

区
間

）
の

渋
滞
損

失
時

間
：

６
７

万
人

・
時

間
/
年

　
　
　

　
　

　
　

並
行

区
間

等
（

当
該

区
間

）
の

渋
滞

損
失

削
減

率
：

８
．
５

割
削

減

○
現
道

等
に

お
け

る
混

雑
時
旅

行
速

度
が

2
0k

m
/
h
未

満
で

あ
っ

た
区

間
の

旅
行

速
度

の
改

善
状

況

○
現
道

又
は

並
行

区
間

等
に
お

け
る

踏
切

道
の

除
去

も
し

く
は

交
通

改
善

の
状

況

●
当
該

路
線

の
整

備
に

よ
る
バ

ス
路

線
の

利
便

性
向

上
の

状
況

長
距
離

ﾊ
ﾞｽ
（

延
岡

～
福

岡
）
の

運
行

開
始

に
よ

る
沿

線
町

（
高

千
穂

、
五

ヶ
瀬

）
の

利

●
新
幹

線
駅

も
し

く
は
特

急
停

車
駅

へ
の
ア
ク

セ
ス

向
上

の
状

況
津

花
、

高
千

穂
バ

イ
パ

ス
整

備
に

よ
る

五
ヶ

瀬
→

延
岡

駅
の

ア
ク

セ
ス

向
上
（

約
3
5
分
短

縮
五

ヶ
瀬

バ
イ

パ
ス

整
備

に
よ

る
五

ヶ
瀬

→
熊

本
駅

の
ア

ク
セ

ス
向

上
（

約
1
0分

短
縮

）

●
第
一

種
空

港
、

第
二
種

空
港

、
第

三
種

空
港

も
し

く
は

共
用

飛
行

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
の

状
況

五
ヶ
瀬

バ
イ

パ
ス

区
間

整
備

に
よ

る
五

ヶ
瀬

町
→

熊
本

空
港

へ
の

ア
ク

セ
ス
向

上
（

約
1
0

●
重
要

港
湾

も
し

く
は
特

定
重

要
港

湾
へ
の
ア

ク
セ

ス
向

上
の

状
況

熊
本
方

面
よ

り
細

島
港

（
日

向
市

）
へ

の
ア

ク
セ

ス
改

善
。

（
約

45
分

時
間
短

縮
）

○
農
林

水
産

業
を

主
体
と

す
る

地
域

に
お

け
る

農
林

水
産

品
の

流
通

の
利

便
性

向
上

の
状

況

□
現
道

等
に

お
け

る
総

重
量
2
5
t
の
車

両
も

し
く

は
I
S
O規

格
背

高
海

上
コ

ン
テ

ナ
輸

送
車

が
通

行
で

き
な
い

区
間

が
解

消

○
都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
に

関
す
る

効
果

○
広
域

道
路

整
備

基
本
計

画
に

位
置

づ
け

の
あ

る
環

状
道

路
が

形
成

（
又

は
一

部
形

成
）

さ
れ

た
こ

と
に
よ

る
効

果

○
市
街

地
再

開
発

、
区

画
整
理

等
の

沿
道

ま
ち

づ
く

り
と

の
連

携
に

関
す

る
効

果

政
策
目

標
指
　

標
　

（
対

象
と

な
る
指

標
の

み
記

載
。

効
果

が
確

認
さ

れ
る

も
の

は
□

を
■

に
変

更
）

物
流

効
率

化
の
支

援

円
滑

な
モ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

１
．

活
力

線
等

の
旧

国
道
区

間
）

便
性
向

上

）

分
短

縮
）

○
中
心

市
街

地
内

で
行
わ

れ
た

こ
と

に
よ

る
効

果

□
幹
線

都
市

計
画

道
路
網

密
度

が
1.
5
k
m/
k
m2
以
下

で
あ

る
市

街
地

内
で

の
事

業
で

あ
る

□
DI

D
区
域

内
の

都
市

計
画

道
路

整
備

で
あ

り
、

市
街

地
の

都
市

計
画

道
路
網

密
度

が
向

上

□
対
象

区
間

が
事

業
実
施

前
に

連
絡

道
路

が
な

か
っ

た
住

宅
宅

地
開

発
(
3
00
戸

以
上

又
は

1
6
h
a
以
上
、

大
都

市
に

お
い

て
は
1
0
0戸

以
上

又
は

5h
a
以
上

)
へ
の

連
絡

道
路

と
な

っ
た

都
市

の
再

生
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●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク
の

根

□
高

速
自

動
車

国
道

と
並
行

す
る

自
専

道
（
A
'
路
線

）
と

し
て
の

位
置

づ
け

あ
り

□
地

域
高

規
格

道
路

の
位
置

づ
け

あ
り

□
当

該
路

線
が

新
た

に
拠
点

都
市

間
を

高
規
格

幹
線

道
路

で
連
絡

す
る

ル
ー

ト
を
構

成
す

る

□
当

該
路

線
が

隣
接

し
た
日

常
活

動
圏

中
心
都

市
間

を
最

短
時
間

で
連

絡
す

る
路
線

を
構

成
す

る

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通
不

能
区

間
が

解
消

●
日

常
活

動
圏

の
中

心
都
市

へ
の

ア
ク

セ
ス
向

上
の

状
況

五
ヶ
瀬

町
→

高
千

穂
町
間

の
ア

ク
セ

ス
向
上

（
約

3
5分

短
縮
）

○
鉄

道
や

河
川

等
に

よ
り
一

体
的

発
展

が
阻
害

さ
れ

て
い

た
地
区

の
一

体
的

発
展

へ
の
寄

与
の

状
況

○
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

、
地

域
連

携
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大
規

模
イ

ベ
ン

ト
の
支

援
に

関
す

る
効
果

●
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア
ク

セ
ス

向
上

に
よ
る

効
果

県
内
第

4位
年

間
1
0
0
万
人

の
観

光
客

が
訪
れ

る
高

千
穂

町
へ
の

ア
ク

セ

○
特

別
立

法
に

基
づ

く
事
業

と
し

て
の

効
果

○
新

規
整

備
の

公
共

公
益
施

設
と

直
結

さ
れ
た

こ
と

に
よ

る
効
果

歴
史
的

景
観

を
活

用
し
た

道
路

整
備

や
中
心

商
店

街
の

シ
ン
ボ

ル
的

な
道

路
整
備

等
、

特
色

あ
る

ま
ち
づ

く
り

に
資

す

政
策

目
標

指
　

標
　

（
対

象
と

な
る
指

標
の

み
記

載
。
効

果
が

確
認

さ
れ
る

も
の

は
□

を
■
に

変
更

）

個
性
あ

る
地

域
の

形
成

国
土
・

地
域

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

１
．

活
力

拠

ス
利
便

性
向
上

○
る

事
業

と
し

て
の

効
果

○
自

転
車

利
用

空
間

が
整
備

さ
れ

た
こ

と
に
よ

る
当

該
区

間
の
歩

行
者

・
自

転
車
の

通
行

の
快

適
・
安

全
性

向
上

の
状

況

□
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法
に

基
づ

く
重

点
整
備

地
区

に
お

け
る
特

定
経

路
を

形
成
す

る
区

間
が

新
た
に

バ
リ

ア
フ

リ
ー
化

さ
れ
た

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地
中

化
５

ヵ
年

計
画
に

位
置

づ
け

あ
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観
地

区
（

歴
史

的
風
土

特
別

保
存

区
域
及

び
重

要
伝

統
的

建
造
物

保
存

地
区

）
等
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た

に
無

電
柱
化

を
達

成

安
全
で

安
心
で

き
る

く
ら
し

の
確

保
●

三
次
医

療
施

設
へ

の
ア
ク

セ
ス

向
上

の
状
況

五
ヶ
瀬

町
→

県
立

延
岡
病

院
（

３
次

医
療
）

の
ア

ク
セ

ス
向
上

（
約

3
5分

短
縮

）
高

千
穂

町
→

済
生

会
熊
本

病
院

（
３

次
医
療

）
の

ア
ク

セ
ス
向

上
（

約
4
0
分
短

縮
）

２
．

暮
ら
し

歩
行
者

･
自
転

車
の

た
め

の
生

活
空

間
の

形
成

無
電
柱

化
に

よ
る
美

し
い

町
並
み

の
形

成
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●
事

業
の

効
果
や

必
要

性
を

評
価

す
る
た

め
の

指
標

指
標
チ

ェ
ッ

ク
の

根
拠

●
現

道
等

に
お
け

る
交
通

量
の

減
少

、
歩
道

の
設
置

又
は

線
形

不
良
区

間
の
解

消
等
に

よ
る

安
全

性
向
上

の
状
況

特
に

津
花

バ
イ

パ
ス
区

間
に
並

行
す
る

旧
道

は
、

集
落
内

の
狭
小

幅
員

道
路

で
あ
っ

た
が

ま
た

、
高

千
穂

バ
イ
パ

ス
に
並

行
す
る

区
間

は
、

交
通
量

（
特
に

大
型

車
）

が
減
少

し
安

●
歩

道
が

無
い
又

は
狭
小

な
区

間
に

歩
道
が

設
置
さ

れ
た

こ
と

に
よ
る

安
全
性

向
上
の

状
況

高
千

穂
バ

イ
パ

ス
の
並

行
区
間

の
一
部

は
交

通
量

減
少
に

よ
り
、

歩
道

の
整

備
（
拡

幅
、

□
近

隣
市

へ
の
ル

ー
ト
が

１
つ

し
か

な
く
、

災
害
に

よ
る

１
～

２
箇
所

の
道
路

寸
断
で

孤
立

化
す

る
集
落

が
解
消

■
対

象
区

間
が
、

都
道
府

県
地

域
防

災
計
画

、
緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

計
画
又

は
地

震
対

策
緊
急

整
備
事

業
計

画
に

位
置

づ
け
が

あ
る
、

又
は

地
震

防
災
緊

急
事
業

五
ヵ

年
計

画
に
位

置
づ
け

の
あ

る
路

線
（
以

下
「
緊

急
輸
送

道
路

と
い

う
」

）
と
し

て
位
置

づ
け

あ
り

一
般

国
道

２
１

８
号
は

緊
急
輸

送
道

路
網

（
一
次

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

）
と

し
て

位
置
づ

け
ら

□
緊

急
輸

送
道
路

が
通
行

止
に

な
っ

た
場
合

に
大
幅

な
迂

回
を

強
い
ら

れ
る
区

間
の
代

替
路

線
を

形
成

□
並

行
す

る
高
速

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替
路

線
と
し

て
機

能

■
現

道
等

の
防
災

点
検

又
は

震
災
点

検
要
対

策
箇
所

も
し

く
は

架
替
の

必
要
の

あ
る
老

朽
橋

梁
に

お
け
る

通
行
規

制
等

が
解

消
高
千

穂
バ

イ
パ

ス
の
並

行
現
道

区
間
は

、
Ｈ

８
防

災
点
検

要
対
策

箇
所

が
６

箇
所
あ

る
が

箇
所

が
無

く
、

広
域
道

路
と
し

て
の
信

頼
性

が
向

上

□
現

道
等

の
事
前

通
行

規
制

区
間
、

特
殊
通

行
規
制

区
間

又
は

冬
期
交

通
障
害

区
間
が

解
消

□
避

難
路

へ
1
km
以

内
で
到

達
で
き

る
地

区
が

新
た
に

増
加

□
幅

員
6
m
以

上
の

道
路
が

な
い

た
め

消
火
活

動
が
出

来
な

い
地

区
が
解

消

□
密

集
市

街
地
に

お
け
る

事
業

で
火

災
時
の

延
焼
遮

断
帯

と
し

て
機
能

地
球
環

境
の

保
全

●
対

象
道

路
の
整

備
に
よ

り
、

削
減

さ
れ
る

自
動
車

か
ら

の
C
O
2
排
出

量
Ｃ
Ｏ

２
排

出
削

減
量
：

5
,
0
00
t
-
C
O
2/
年

●
現

道
等

に
お
け

る
自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削
減

率
（
推

計
結

果
）

評
価

対
象

区
間

（
現
道

／
平
行

区
間

等
）

：
（
一

般
国
道

2
1
8
号
、

北
方
高

千
穂

線
な

ど
Ｂ

排
出

削
減

量
：

2
4
.6
t
／

年

●
現

道
等

に
お
け

る
自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排
出

削
減
率

（
推

計
結

果
）

評
価

対
象

区
間

（
現
道

／
平
行

区
間

等
）

：
（
一

般
国
道

2
1
8
号
、

北
方
高

千
穂

線
な

ど
Ｂ

排
出

削
減

量
：

2
.
0t
／

年

○
現

道
等

で
騒
音

レ
ベ
ル

が
夜

間
要

請
限
度

を
超
過

し
て

い
た

区
間
の

騒
音
レ

ベ
ル
の

改
善

の
状

況

●
そ

の
他

、
環
境

や
景
観

上
の

効
果

高
千

穂
バ

イ
パ

ス
並
行

区
間
の

旧
道
の

宿
泊

施
設

や
沿
線

住
民
か

ら
夜

間
の

騒
音
、

振
動

う
に

な
っ

た
と

の
声

災
害
へ

の
備
え

３
．
安

全

生
活
環

境
の

改
善
・

保
全

４
．
環

境

安
全
な

生
活
環

境
の
確

保

政
策

目
標

指
　
標

　
（
対

象
と
な

る
指

標
の

み
記
載

。
効
果

が
確

認
さ

れ
る
も

の
は
□

を
■
に

変
更

）

、
通

過
交

通
は

無
く

な
っ
た

。
全

性
が

向
上

。

段
差

解
消

）
を

実
施

中
。

れ
て

い
る

、
高

千
穂

バ
イ

パ
ス

区
間
は

要
対
策

／
Ｃ

評
価

対
象
路

線
）

／
Ｃ

評
価

対
象
路

線
）

等
が

減
少

し
安

眠
が

確
保
で

き
る
よ

□
道

路
の

整
備
に

関
す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
又
は

都
市
計

画
道

路
整

備
プ
ロ
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別 現拡・ＢＰの別

一般国道218号 五ヶ瀬～高千穂 Ｌ＝１９．７Ｋｍ 一次改築 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

11,600 2 九州地方整備局

① 費　用

改　築　費 維持修繕費 合　　計

基 準 年 平成１９年度

単純合計 217億円 171億円 388億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

464億円 285億円 748億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行費用
短縮便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成１９年度

供 用 年 昭和５０年度

単年便益
（初年便益）

6億円 1億円 0億円 7億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

1,487億円 123億円 13億円 1,624億円 

③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比（事業全体） 2.2
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様式－３① 

 費用便益分析の条件
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路 線 名 事    業    名 延      長 事業種別 事業主体

一般国道２１８号 五ヶ瀬～高千穂 Ｌ＝１９．７Ｋｍ １次改築 九州地方整備局

ップの平均像
整備なし(A) 整備あり(B) A - B

ﾄﾘｯﾌﾟ 2,671,572  2,671,572  0  
　　（ＯＤ表による交通量）

②平均トリップ長 ｋｍ 14.6 14.6 0.0
ｷﾛ÷総ﾄﾘｯﾌﾟ数）

km/h 37.5 37.5 0.0
ｷﾛ÷総走行時間）

分 23.4 23.3 0.1
　（総走行時間÷総ﾄﾘｯﾌﾟ数）

⑤平均走行経費 円/ﾄﾘｯﾌﾟ 277.6 277.3 0.3
費÷総ﾄﾘｯﾌﾟ数）

件/万ﾄﾘｯﾌﾟ 0.0
件数÷総ﾄﾘｯﾌﾟ数）

（注）総トリップ数は原則として、整備なしの場合と整備ありの場合で変化しない。

交通状況（推計時点    Ｈ１１年）
 トリ

①総トリップ数

　（総走行台

③平均速度
　（総走行台

④平均走行時間

　（総走行経

⑥平均事故件数
（総交通事故
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様式－３②

費用便益分析の条件
 

 

 事業名：一般国道218号五ヶ瀬～高千穂

 （２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成１５年８月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局

 

 

）

その他 □

分析対象期間 ４０年間

社会的割引率 ４％

基準年次 平成１９年

１時点のみ推計 ■H11
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

■

■
（Ｈ１１センサス）

□

簡易手法の
場合

有の場合のみ

■

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の
路線、等が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速
度差の生ずる「加重平均速度」を用いた。

速度設定の
考え方

配分交通量の
推計手法

推計の状況

開発交通量の
考慮

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路-4-26 



 

 事業名：一般国道218号五ヶ瀬～高千穂

 （３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

■

□

便 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

益 独自に設定した値を使用 □

の 　算出根拠を添付すること

算

定 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □
　算出根拠を添付すること

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

の 事務所等の実績値より設定 □

算 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

定 積雪地域または寒冷地域である □

その他

４．その他

　　上記のほか、Ｂ／Ｃの算定にあたっての問題点があれば、記述。

考慮する
場合のみ

雪寒費

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

平成１５年８月１２日付け事務連絡に基づく設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業費

維持管理費

時間短縮・費用減
少・事故減少以外

の便益
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様式－４

費用の現在価値算定表 維持修繕費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

採用単価の根拠 一般国道（直轄）

箇所名：一般国道218号　五ヶ瀬～高千穂 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.27 19.7 5.32
割戻率 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-9年目 S 41 4.9931 0 2 0
-8年目 S 42 4.8010 1 5 0
-7年目 S 43 4.6164 1 5 0
-6年目 S 44 4.4388 2 7 0
-5年目 S 45 4.2681 4 19 0
-4年目 S 46 4.1039 5 19 0
-3年目 S 47 3.9461 11 44 0
-2年目 S 48 3.7943 7 27 0
-1年目 S 49 3.6484 7 26 0

供用開始年次 S 50 3.5081 2 7 3 9
1年目 S 51 3.3731 4 14 3 9
2年目 S 52 3.2434 6 18 3 8
3年目 S 53 3.1187 3 8 3 8
4年目 S 54 2.9987 2 5 3 8
5年目 S 55 2.8834 2 5 4 11
6年目 S 56 2.7725 2 5 4 10
7年目 S 57 2.6658 2 4 4 10
8年目 S 58 2.5633 2 5 4 9
9年目 S 59 2.4647 2 4 4 10
10年目 S 60 2.3699 2 5 4 10
11年目 S 61 2.2788 4 10 4 9
12年目 S 62 2.1911 6 13 4 9
13年目 S 63 2.1068 9 19 4 9
14年目 H 1 2.0258 5 10 4 8
15年目 H 2 1.9479 8 16 4 8
16年目 H 3 1.8730 11 21 4 8
17年目 H 4 1.8009 8 15 4 7
18年目 H 5 1.7317 8 14 5 8
19年目 H 6 1.6651 5 9 5 8
20年目 H 7 1.6010 8 13 5 7
21年目 H 8 1.5395 9 14 5 7
22年目 H 9 1.4802 5 7 5 7
23年目 H 10 1.4233 12 18 5 6
24年目 H 11 1.3686 13 18 5 6
25年目 H 12 1.3159 17 23 5 6
26年目 H 13 1.2653 12 15 5 6
27年目 H 14 1.2167 10 12 5 6
28年目 H 15 1.1699 0 5 6
29年目 H 16 1.1249 0 5 6
30年目 H 17 1.0816 0 5 5
31年目 H 18 1.0400 0 5 5
32年目 H 19 1.0000 0 5 5
33年目 H 20 0.9615 0 5 5
34年目 H 21 0.9246 0 5 5
35年目 H 22 0.8890 0 5 5
36年目 H 23 0.8548 0 5 4
37年目 H 24 0.8219 0 5 4
38年目 H 25 0.7903 0 5 4
39年目 H 26 0.7599 -22 -16 5 4

  合　計 196 464 171 285

単純事業費計 217 169

注１）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
注２）維持修繕費は便益算出マニュアルの参考値を基本としている。
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